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『岩倉狹流下能力の再検証』その１ 
＝真の流下能力への一つの道＝ 

‘06.1.13 
自然愛・環境問題研究所 
総括研究員 浅野 隆彦 

 
Ａ）岩倉観測所での昭和４８年以降の観測データを活かして検討せよ。 
 
 『？学者が雁首揃え 舟滝を登る』＝岩倉狹流下能力をめぐるトンデモない検討＝〔流

域委員会意見書 No.681(05/12/19)〕で指摘し、１２月２２日、第４７回委員会で発言した
ように、平成５年以前の観測データを切り捨てた検討に何の真実もない事は明白である。 
 
Ｂ）岩倉観測所地点の「無害流量」計算について。 
 
 ここではその記録を活かし。観測地点の河道特性を考慮し、浮子流速測定測線の各々に

存在する粗度係数に影響する特性を現場確認の上、配慮したｎ値設定を行ない、等流計算

で、近似値を求める一つの方法を示す。＜資料Ａ－１＞は、岩倉観測所地点の平面図に「浮

子流速測定」に際し設定された「低水量観測位置」と「高水量観測浮子投下位置」を示し

ているもので、それに竹藪の位置を浅野が加筆した。 
この測線を考えてみると、平成１６年、意見書で指摘したように、左岸側が竹藪や岩壁が

出っ張り流路をせばめている関係で縦渦が生じたり、水流の停滞が生じ、浮子の流れが非

常に不安定になっている筈である。④~⑦の測線はその順に影響が大きい。 
以上のような配慮を加え、岩倉観測所第１断面から第２断面への流れる洪水量の近似値を

得ようとするものである。 
 計算条件として、これまでの観測の内、1000㎥/sを越える流量の時の水面勾配のほぼ中
間値を採用し、流体勾配とした。1000㎥/sを越える観測流量と連結する水面勾配観測は、
昭和４９年から平成９年まで３１ポイントあり、1/98～1/1667 の勾配である。その中で、
1/143～1/556あたりが２１ポイントを占め、約６８％であり、その内 1/313～1/556が１１
ポイントあるので、その中間位として 1/455 が見出せるから、参考値として「完全に有り
得る流体勾配」と考えた。〔意見書 No.681の＜資料Ａ－１～Ａ－８＞を乞参照。〕 
 計算条件（2）として、平成１４年６月１７日測量の岩倉観測所第２断面図を使用した。
＜資料Ａ－２＞ 
 計算条件（3）観測公舎を支えるコンクリート柱に関する抵抗は、先ず流体横断面河積に
その断面積を加えず、又、ｎ値測定に 0.02を考慮し、河道の他のｎ値と加減案分した。こ
こに生じる背後の引き渦をも考慮し、その部分のｎ値を決定したのである。 
 計算条件（4）岩倉観測所第１断面の「堤防天端－余裕高」は（138.6－1.2＝137.4）で、
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Ｅ.Ｌ137.4ｍを「無害流量」を求める際の洪水位天端とする。 
 以下に計算内容を示す。＜資料Ｂ－1～7＞ 
この計算で流下能力（「無害流量」）は、4457㎥/ｓとなる。第 2断面での最大水深は 11.72
ｍである。全体平均流速は 4.36ｍ/ｓとなる。 
 
Ｃ）水面勾配の最小値、最大値での流量はどうか。 
 

１）最大値 1/98の時。Ｉ＝1/98≒0.01 01.0 ≒0.1 
 Ａ0 υ＝6.25×2.71×0.1≒1.7ｍ/ｓ 
   Ｑ0＝105.9×1.7≒180㎥/ｓ 
 Ａ1 υ＝8.33×3.93×0.1≒3.27ｍ/ｓ 
   Ｑ1＝175.4×3.27≒574㎥/ｓ 
 Ａ2 υ＝20×4.44×0.1≒8.88ｍ/ｓ 
   Ｑ2＝200.0×8.88≒1776㎥/ｓ 
 Ａ3 υ＝33.3×4.91×0.1≒16.35ｍ/ｓ 
   Ｑ3＝279.6×16.35≒4571㎥/ｓ 
 Ａ4 υ＝33.3×3.55×0.1≒11.8ｍ/ｓ 
   Ｑ4＝179.4×11.8≒2117㎥/ｓ 
 Ａ5 υ＝16.7×1.95×0.1≒3.26ｍ/ｓ 
   Ｑ5＝81.0×3.26≒264㎥/ｓ 
 ＱＴ Ｑ０+Ｑ1+Ｑ2+Ｑ3+Ｑ4+Ｑ5＝9482㎥/ｓ 
∴ＱＴ÷ＡＴ＝9482÷1021.3≒9.28ｍ/ｓ←全体の平均流速が 7ｍ/ｓ超はありえず、水面
勾配の観測値の誤りであろう。 

 

２）１）最大値 1/1667の時。Ｉ＝1/1667≒0.0006 0006.0 ≒0.024 
 Ａ0 υ＝6.25×2.71×0.024≒0.4ｍ/ｓ 
   Ｑ0＝105.9×0.4≒42㎥/ｓ 
 Ａ1 υ＝8.33×3.93×0.024≒0.79ｍ/ｓ 
   Ｑ1＝175.4×0.79≒139㎥/ｓ 
 Ａ2 υ＝20×4.44×0.024≒2.13ｍ/ｓ 
   Ｑ2＝200.0×2.13≒426㎥/ｓ 
 Ａ3 υ＝33.3×4.91×0.024≒3.92ｍ/ｓ 
   Ｑ3＝279.6×3.92≒1096㎥/ｓ 
 Ａ4 υ＝33.3×3.55×0.024≒2.84ｍ/ｓ 
   Ｑ4＝179.4×2.84≒509㎥/ｓ 
 Ａ5 υ＝16.7×1.95×0.024≒0.78ｍ/ｓ 
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   Ｑ5＝81.0×0.78≒63㎥/ｓ 
 ＱＴ Ｑ０+Ｑ1+Ｑ2+Ｑ3+Ｑ4+Ｑ5＝2275㎥/ｓ 

∴ＱＴ÷ＡＴ＝2275÷1021.3≒2.23ｍ/ｓ←全体の平均流速が 11.72ｍ/ｓの水深をもって流
れる洪水にしては余りにも遅い流速であり、下流閉塞状態以外は考えられない。 

 
以上から現時点での結論として、最も観測値が多い水面勾配群の中間位にあたる 1/455 水
面勾配を採用した流量計算値が「真の流下能力（無害流量）」に近いものと考える次第であ

る。 
 ＜資料Ｂ－１＞の下段囲み内で、全体の平均流速・ｎ値を算出し検証してみると、各々、

4.36ｍ/ｓ、ｎ＝0.0387 となった。これが岩倉観測所地点の水深 11.72ｍに於ける「真の流
下能力」＝4457㎥/ｓの河道特性と適合する要点だ。ｎ値 0.045とは２年前から河川管理者
が主張していたのもで、又、そこへ引返すとは『茶番もエエ』ところで『イイカゲンニセ

エ！』と言いたいのである。 
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